
新年明けましておめでとうございます。
今年もよろしくお願いいたします。

この大晦日お正月は久しぶりに日本で過ごしました。
これまた久しぶりに最初から最後まで見た紅白歌合戦の
締めくくりの蛍の光を聞いていると過ぎた年のあれやこれやが頭に浮かび、
その後の行く年来る年の除夜の鐘の音と一緒に
しみじみとおごそかな気分で２０１１年を見送りました。

香港の賑 し々いカウントダウンの、大きなびっくり箱を開けるような
年越しもいいですが、やはり日本人、しずしずとおごそかに暮れていく
大晦日もいいものだなあと思ったりしました。
と言いながらも、香港に戻って来て、いつものようにその辺り一帯が
一大パーティー会場になったような盛り上がりを見せたタイムズスクウェアの
カウントダウンの様子や、ここ数年、香港の大晦日の目玉イベントの
ひとつになってたＩＦＣからの新年を祝う打ち上げ花火の様子、
しかもそれもどうやら今回のカウントダウンで最後だったらしい…
などというニュースを目にしますと、すごく面白いものを見逃してしまったような
気がしてちょっとさびしかったりもしたのですが。

まあでも、香港のお正月はこれからが本番。
これから１月２３日の旧正月に向けて香港が一年で一番華やかに彩られていくシーズン、
香港でのカウントダウンを逃した分、こちらをたっぷり満喫していきたいと思います。

特に今年は辰年。
香港では最強運のシンボルとして愛されている龍の年ということで
新年を迎えるムードもいつも以上に活気付きそうです。
　
普段からも龍の通り道と言われる龍脈というものをたいへん大事にし
龍が縦横無尽に駆け巡ることができるようにという風水のコンセプトに
基づいて街づくりがされている香港は、さして広くもない土地にもかかわらず
気の巡りがとてもよく、街全体がパワースポットと言ってもよいような
パワフルなエネルギーに満ちています。
実際、香港を観光などで訪ねてきたわたしの友人達からも
「香港に来ると元気が出る」といったような言葉をよく聞いたりします。

そんなパワフルな香港で、さらにパワースポットとよばれる場所があります。
まずはランタオ島にある心経簡林、英語ではＷｉｓｄｏｍ　Ｐａｔｈ　－
叡智の小道といったところでしょうか。
ランタオ島の大きな大仏像�天壇大仏のある寶蓮寺の隣りにあるこの心経簡林には
般若心経が書かれた３８本の木製の柱が∞（無限）の形をなすような配置で
立てられており、その一本一本を読みたどりながら小道をすすんでいくうちに
頭の中で自分を煩わせていたことがだんだんと無に近づき、かわりにどんどん
良い気が満ちていくというパワーに溢れた場所で、実はアジア最大の
パワースポットとも言われているそうです。
　
香港にはこの他にも縁結びの最大のパワースポットと言われている婚姻石や
心経簡林と同じように良い気をたくさんチャージできると言われている
レパルスベイの六角堂、香港最大の寺院、黄大仙などまだまだ沢山のパワースポットが
ありますが、ここでもう一箇所ご紹介するのは天后というエリアにある
蓮花宮という廟です。
他のパワースポットに比べてかなりこじんまりとしたこの廟ですが
その建物の中の大半を占める巨石が祀られており、その石は、その昔観音様がその上で
霊験を現したというありがたいものだというだけではなく、
その石が鎮座している位置も風水上から観ると、あたり一帯の山からおりてくる
良い気がちょうど集まってくるパワースポットにあたるそうです。

実はこの蓮花宮、わたしの住んでいるアパートのすぐ近くにあり
そんなに有名なパワースポットとは最近まで知らなかったんですが
この廟の天井に描かれている龍の絵がとても好きで、近所にお使いに行った帰りに
よくふらりと立ち寄ったりしています。
この蓮花宮の龍は、よく他のお寺などで見かける力強いどちらかと言うと猛 し々い龍とは
違い、空中をたゆたっているような様子の龍で、その手にも金の玉ではなく
蓮の花を携えており、初めて見たときにはその優しい姿に
こちらまでゆったりとした気持ちになって、しばらく見とれてしまいました。
　
新しい年と一緒に良い気がみなさんのもとにも巡ってきますように、
龍翔ける街香港よりお祈りしています。
　
　
咲乃月音
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